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労
働
組
合
の
基
本
的
な
役
割

は
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
生

活
を
守
り
、
処
遇
の
改
善
を
は

か
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め

に
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
の

た
め
の
労
使
交
渉
を
行
っ
て
い

る
が
、
公
務
員
の
賃
金
・
労
働

条
件
は
自
治
体
議
会

で
最
終
的
に
決
定
さ

れ
る
。

私
た
ち
自
治
労
の

仲
間
が
従
事
す
る
公

務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
医
療

や
福
祉
、
教
育
、
公
共
交
通
や

清
掃
と
多
方
面
に
わ
た
る
。
そ

う
し
た
仕
事
の
多
く
は
、
法
律

や
条
例
で
定
め
ら
れ
る
が
、
必

ず
し
も
現
場
の
実
態
が
反
映
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
新
た
な

課
題
や
改
善
点
が
生
ま
れ
続
け

て
い
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
健
全
化
を

感
染
症
が
社
会
を
覆
い
つ
く

す
中
、
私
た
ち
は
住
民
の
暮
ら

し
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
基

本
的
市
民
生
活
を
支
え
続
け
て

い
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
本
国

憲
法
に
謳
う
「
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

利
」
を
保
障
す
る
た
め
に
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
が

担
う
公
務
労
働
は
、
ま
さ
に
そ

う
し
た
権
利
を
保
障
す
る
た
め

の
も
の
で
、
そ
の
重
要
性
は
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

現
場
の
労
使
関
係
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
課
題
が
数
多
く

あ
る
。
そ
う
し
た
現
場
の
課
題

や
私
た
ち
の
声
を
政
治
の
場
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
組
織
内
議

員
の
役
割
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ

な
が
り
、
住
民
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

今
参
議
院
選
挙
は
、
自
民
党

政
治
に
よ
っ
て
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
続
け
て
き
た
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
健
全
化
を
め
ざ
す
選
挙
と

な
る
。

鬼
木
ま
こ
と
の
必
勝
に
む
け
て

自
治
労
組
織
内
予
定
候
補
の

「
鬼
木
ま
こ
と
」
さ
ん
は
、
福

岡
県
職
か
ら
自
治
労
本
部
と
、

自
治
労
役
員
の
重
責
を
歴
任
し

て
き
た
。
労
働
環
境
の
改
善
や

臨
時
・
非
常
勤
組
合
員
の
処
遇

改
善
な
ど
全
国
レ
ベ
ル
で
起
こ

っ
て
い
る
諸
課
題
と
向
き
合
っ

て
き
た
。
全
国
を
飛
び
回
り
な

が
ら
「
職
場
か
ら
笑
顔
が
消
え

た
と
聞
く
。
こ
の
現
状
を
変
え

る
た
め
に
も
政
治
を
変
え
る
し

か
な
い
」
と
訴
え
続

け
て
い
る
。

政
治
は
私
た
ち
の

生
活
や
仕
事
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い

る
。
多
様
な
声
が
あ
る
こ
と
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
政

治
を
変
え
よ
う
。
鬼
木
ま
こ
と

の
勝
利
を
実
現
し
よ
う
。

明
日
の
天
気
は
変
え
ら
れ
な

い
が
、
明
日
の
政
治
は
変
え
ら

れ
る
。
投
票
に
行
こ
う
！

鬼
木
ま
こ
と
の
必
勝
で

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
健
全
化
を
！

自
治
労
本
部
の
川
本
中
央
執

行
委
員
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
日
本
の
憲
法
課
題
に
触
れ
、

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
背
景
に

世
界
的
に
軍
備
拡
大
の
動
き
が

広
が
り
、
岸
田
首
相
も
先
日
の

日
米
首
脳
共
同
会
見
で
防
衛
費

の
相
当
な
増
額
を
確
保
す
る
と

表
明
し
、
改
憲
の
動
き
も
見
え

て
い
る
。
拙
速
か
つ
不
十
分
な

議
論
の
中
で
の
憲
法
改
正
を
避

け
る
た
め
に
、
7
月
の
参
議
院

議
員
選
挙
は
重
要
な
闘
い
と
な

る
。
立
憲
民
主
党
に
は
政
策
の

具
体
化
、
国
民
か
ら
の
負
託
に

値
す
る
取
り
組
み
を
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
参
議
院
選
挙
を
間

近
に
控
え
る
自
治
労
組
織
内
候

補
予
定
者
の
「
鬼
木
ま
こ
と
」

さ
ん
か
ら
の
決
意
表
明
が
行
わ

れ
、「
7
月
10
日
が
投
開
票
日

と
さ
れ
、
公
示
日
ま
で
1
ヶ
月

を
切
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘

さ
れ
て
い
る
組
合
員
の
方
と
の

意
見
交
換
で
い
た
だ
く
の
は

『
自
分
た
ち
の
頑
張
り
が
正
当

に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
』
と

い
う
声
。
も
と
も
と
圧
倒
的
に

足
り
な
い
人
員
の
中
で
何
と
か

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
き

た
。
組
合
員
が
メ
ン
タ
ル
ダ
ウ

ン
ま
た
は
退
職
す
る
事
態
が
起

き
て
お
り
、
何
と
か
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
脆
弱
化
に
歯
止
め
を
か

け
、『
私
た
ち
の
職
場
』
を
『
私

た
ち
の
声
と
力
』
で
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
、
7
月
10
日
に
む
け
て

皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
私
自
身
も
最
後
ま
で
最
大

の
努
力
を
払
う
こ
と
を
お
約
束

す
る
」
と
力
強
く
訴
え
た
。

参
院
選
勝
利
へ
、一
致
団
結

自
治
労
は
5
月
26
〜
27
日
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
に
て
自
治
労
第
1
6
2
回
中
央
委
員
会
を
開
催

し
た
。
中
央
委
員
は
対
面
、
傍
聴
者
は
ウ
ェ
ブ
で
の
参
加
形
式
と
な
り
、
都
本
部
か
ら
は
23

名
の
中
央
委
員
が
出
席
し
た
。
都
本
部
は
佐
伯
副
委
員
長
が
発
言
。
議
案
に
対
し
賛
成
の
立

場
で
臨
み
、
定
年
引
き
上
げ
に
伴
う
賃
金
水
準
改
悪
阻
止
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手

当
支
給
、
憲
法
改
悪
阻
止
の
3
点
に
つ
い
て
本
部
方
針
の
強
化
を
求
め
た
。

▲7月の参院選「鬼木まこと」勝利にむけ、
各県本部の一致団結を確認

染

裕

之

都
本
部
か
ら
は
本
部
方
針
の
強
化
を

求
め
3
点
を
発
言

都
本
部
か
ら
は
5
月
24
日
の

第
3
回
単
組
代
表
委
員
会
で
確

認
さ
れ
た
臨
む
態
度
に
基
づ

き
、「
①
定
年
引
き
上
げ
に
伴

う
賃
金
水
準
改
悪
阻
止
に
む
け

て
」「
②
会
計
年
度
任
用
職
員

に
勤
勉
手
当
を
支
給
可
能
と
す

る
法
改
正
に
む
け
て
」「
③
憲

法
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み
強
化

に
つ
い
て
」
の
3
点
を
中
心
に

佐
伯
副
委
員
長
が
発
言
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
定
年
引
き

上
げ
完
成
前
ま
で
に
60
歳
を
境

に
一
気
に
3
割
下
が
る
給
与
カ

ー
ブ
を
60
歳
前
の
給
与
水
準
を

引
き
下
げ
る
こ
と
で
連
続
的
な

も
の
と
す
る
内
容
が
考
え
ら

れ
、
大
き
な
賃
金
引
き
下
げ
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら

政
府
・
人
事
院
対
策
の
強
化
を

要
請
。
②
で
は
今
春
闘
の
状
況

か
ら
勧
告
に
お
い
て
一
時
金
の

引
き
上
げ
を
想
定
し
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
一
時
金
が
常
勤

職
員
と
同
様
の
引
き
上
げ
を
勝

ち
取
れ
る
よ
う
総
務
省
対
策
な

ど
一
層
の
強
化
を
求
め
た
。
③

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

乗
じ
た
9
条
改
憲
や
核
の
共
有

論
な
ど
自
民
党
強
硬
派
な
ど
の

改
憲
勢
力
が
主
張
し
て
お
り
、

7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お

い
て
改
憲
勢
力
に
発
議
に
必
要

な
2
／
3
以
上
の
議
席
を
獲
得

さ
せ
な
い
取
り
組
み
強
化
の
要

請
を
発
言
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
本
部
答
弁
で

は
、「
60
歳
前
後
の
賃
金
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
2
0
3
1
年

ま
で
の
検
討
課
題
と
さ
れ
て
お

り
、
検
討
は
開
始
さ
れ
て
い
な

い
が
引
き
続
き
警
戒
す
る
。
ま

た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

勤
勉
手
当
支
給
に
む
け
て
は
、

4
月
28
日
に
ス
タ
ー
ト
集
会
を

開
催
し
、
自
治
労
1
0
0
万
人

署
名
は
5
月
の
第
2
次
集
約
時

点
で
10
万
筆
に
留
ま
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
県
本
部
、
単
組

で
の
取
り
組
み
の
強
化
を
お
願

い
す
る
。
そ
し
て
憲
法
の
関
係

で
は
、
2
月
10
日
に
衆
議
院
の

憲
法
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
後
は
ほ
ぼ
毎
週
開
か
れ
て
い

る
。
7
月
の
参
議
院
選
挙
は
憲

法
改
悪
を
阻
止
す
る
重
要
な
闘

い
で
あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の

推
薦
候
補
者
の
勝
利
に
む
け
た

取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

▲議案質疑にて発言する
都本部・佐伯副委員長

コ
ロ
ナ
が
日
本

に
入
っ
て
き
て
か

ら
2
年
以
上
が
経

過
し
た
。
い
ま
だ

に
国
内
で
は
毎
日

4
万
人
前
後
の
人

が
コ
ロ
ナ
の
陽
性
者
と
し
て

発
表
さ
れ
て
い
る
。
4
月
以

降
、
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い

る
と
は
い
え
、
東
京
で
は
未

だ
4
桁
を
キ
ー
プ
し
て
い
る

状
況
だ
▼
3
年
ぶ
り
に
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
規
制

が
な
く
自
由
に
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
反

面
、
コ
ロ
ナ
の
陽
性
者
が
増

え
る
可
能
性
も
あ
る
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
一
時

的
に
減
っ
た
の
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
る
人
が
少
な
く

な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
▼
陽
性
者
が
減
れ
ば

医
療
体
制
は
縮
小
さ
れ
、
増

え
た
時
に
ひ
っ
迫
し
て
し
ま

う
。
そ
の
繰
り
返
し
で
あ

る
。
第
7
波
が
来
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
無
症
状
の
人

も
多
く
、
ど
こ
で
感
染
す
る

か
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ

り
、
明
確
な
減
少
に
繋
が
る

と
は
考
え
づ
ら
い
▼
国
民
全

員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

し
、
無
症
状
の
陽
性
者
の
措

置
を
し
な
け
れ
ば
減
ら
な
い

だ
ろ
う
。
全
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
が
実
施
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
コ
ロ
ナ
と
と
も
に
生

活
し
て
い
く
新
し
い
ル
ー
ル

作
り
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
小
山
）

東奔西走
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2021年7月1日現在

6
月
は
男
女
平
等
推
進
月
間

男
女
平
等
・
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
状
況

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
に
お
い
て
も
、
分
野

別
目
標
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が

掲
げ
ら
れ
、
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
世
界

の
常
識
だ
。
し
か
し
、
2
0
2

1
年
3
月
31
日
に
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
が
発
表

し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
2
0
2
1
」（
国
別
に
男

女
格
差
を
数
値
化
・
下
表
）
に

よ
る
と
、
日
本
は
調
査
対
象
と

な
っ
た
世
界
1
5
6
ヵ
国
中
の

1
2
0
位
（
2
0
2
0
年
1
2

1
位
、
2
0
1
9
年
1
1
0

位
）
で
あ
り
、
先
進
国
Ｇ
7
の

中
で
最
下
位
が
続
く
。
国
会
議

員
や
閣
僚
の
男
女
比
等
を
表
す

「
政
治
分
野
」
と
、
労
働
参
加

率
や
賃
金
の
男
女
格
差
、
管
理

職
の
男
女
比
を
示
す
「
経
済
分

野
」
が
極
め
て
低
位
に
あ
り

（
政
治
は
1
4
7
位
、
経
済
は

1
1
7
位
）、
女
性
参
画
の
遅

れ
が
順
位
に
影
響
し
て
い
る
。

あ
な
た
の
職
場
で
は
？

課
題
を
チ
ェ
ッ
ク

（
1
）
職
場
の
男
女
平
等
実
現

賃
金
の
男
女
格
差
は
昇
任
・

昇
格
や
管
理
職
等
の
女
性
率
の

低
さ
に
起
因
す
る
。
あ
な
た
の

職
場
実
態
を
確
認
し
て
み
よ

う
。

（
2
）
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
確
立

職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の

実
現
に
は
、
性
別
役
割
分
業
や

長
時
間
労
働
を
前
提
に
し
た
日

本
型
労
働
慣
行
の
見
直
し
が
必

要
だ
。
育
児
休
業
・
不
妊
治
療

休
暇
・
非
正
規
職
員
の
格
差
是

正
な
ど
、
課
題
は
山
積
。
あ
な

た
の
職
場
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
制
度
が
既
に
あ
る
場

合
、
実
際
の
運
用
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

（
3
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

自
治
労
女
性
部
の
2
0
2
1

年
「
年
休
・
生
休
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
よ
る
と
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
正
規

職
員
は
8
万
6
0
2
1
人
中
、

1
万
1
6
8
7
人（
13
％
）、非

正
規
職
員
は
1
万
9
0
5
1
人

中
、
1
5
3
2
人（
10
％
）と
い

う
結
果
だ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
む
け

て
、職
場
実
態
調
査
、防
止
対
策

な
ど
、
労
使
で
の
取
り
組
み
を

一
層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
4
）
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
へ
の

理
解
浸
透
・
差
別
防
止

自
治
労
の
第
38
年
次
自
治
研

作
業
委
員
会
の
実
施
し
た
「
働

き
や
す
さ
と
職
場
の
多
様
性
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

（
2
0
2
1
年
4
〜
6
月
）
で

は
、
組
合
員
1
万
9
0
2
9
人

の
回
答
者
の
う
ち
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
に
該
当
す
る
組
合
員
は
約

1
2
5
2
人
で
全
体
の
6
・
6

％
、
あ
た
り
ま
え
に
当
事
者
は

身
近
に
い
る
。
各
職
場
に
お
い

て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
へ
の
理
解

を
深
め
、
募
集
・
採
用
、
配

置
、
昇
格
・
昇
任
、
福
利
厚
生

な
ど
の
雇
用
管
理
や
労
働
条
件

な
ど
に
お
い
て
、
差
別
を
受
け

る
こ
と
が
な
い
よ
う
当
局
に
働

き
か
け
る
な
ど
、
誰
も
が
安
心

し
て
働
け
る
環
境
整
備
に
む
け

て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
だ
。

（
5
）
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
職
場

づ
く
り
に
む
け
て

男
女
平
等
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
推
進
は
ま
だ
ま
だ
途
上
に

あ
る
。
都
本
部
で
は
、
7
月
〜

8
月
に
か
け
て
統
一
闘
争
を
配

置
し
、「
両
立
支
援
の
促
進
」

「
職
場
の
中
の
格
差
是
正
」

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
一
掃
」
に

対
す
る
当
局
回
答
を
精
査
し
、

取
り
組
み
の
実
効
性
を
高
め
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
職
場
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

（
6
）
組
合
へ
の
女
性
参
画

連
合
や
自
治
労
で
は
機
関
会

議
等
の
意
思
決
定
の
場
に
お
い

て
女
性
の
参
画
・
参
加
率
30
％

を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
数

値
目
標
は
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・

マ
ス
」
と
言
わ
れ
一
定
割
合
を

超
え
る
と
急
速
に
変
化
が
生
じ

る
分
岐
点
で
あ
る
が
、
自
治
労

に
お
い
て
も
平
均
20
％
〜
25
％

で
推
移
し
て
お
り
、
都
本
部
も

含
め
、
半
数
程
度
の
県
本
部
が

未
達
成
の
状
況
で
あ
る
。

職
場
の
身
近
な
悩
み
を
広
く

反
映
で
き
る
男
女
が
参
画
し
た

組
合
民
主
主
義
の
組
織
づ
く
り

を
進
め
、
誰
も
が
取
り
残
さ
れ

な
い
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
実
現
し
よ
う
。

6
月
は
男
女
平
等
推
進
月
間

誰
も
が
当
事
者

あ
な
た
の
職
場
は
ど
う
で
す
か
？

職
場
や
家
庭
に
お
い
て
様
々
な
困
難
を
抱
え
が
ち
な
女
性
が
安
心
し
て
必
要
な
権
利
を
行
使
し
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

は
、
結
果
と
し
て
誰
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場
と
な
り
得
る
。

自
治
労
は
、
男
女
平
等
の
推
進
を
自
治
労
運
動
の
す
べ
て
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
年
間
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
に
6
月
は
、
政
府
の
男
女
共
同
参
画
週
間
、
連
合
の
「
男
女
平
等
月
間
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
治
労
も
集
中
的
に
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。
職
場
で
の
「
男
女
平
等
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
に
つ
い
て
改
め
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
。

漁
船
労
働
5
年
、
7
年
、
12

年
…
。
現
代
も
奴
隷
が
存
在

し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
海
で
私
た

ち
の
食
卓
に
並
ぶ
魚
を
捕
っ
て

い
る
。
世
界
有
数
の
水
産
大
国

で
あ
る
タ
イ
で
は
人
身
売
買
業

者
に
騙
さ
れ
、
拉
致
さ
れ
て
漁

船
に
売
ら
れ
、
賃
金
も
支
払
わ

れ
ず
働
か
さ
れ
て
い
る
「
海
の

奴
隷
」
が
数
万
人
存
在
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

タ
イ
の
漁
業
会
社
は
何
千
キ

ロ
に
も
及
ぶ
遠
洋
漁
業
の
船
員

確
保
の
た
め
、
人
身
売
買
業
者

が
タ
イ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ

ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
貧
困
国

か
ら
、「
い
い
仕
事
が
あ
る
」

と
漁
業
以
外
の
仕
事
で
誘
惑
さ

れ
拉
致
さ
れ
集
め
た
男
た
ち
を

数
百
ド
ル
で
買
い
、
労
働
者
を

得
て
い
る
。
数
ヶ
月
か
ら
何
年

も
下
船
す
る
こ
と
な
く
長
時
間

漁
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、
海
に

浮
か
ぶ
小
さ
な
監
獄
で
暴
力
に

さ
ら
さ
れ
な
が
ら
地
獄
の
よ
う

な
日
々
を
過
ご
す
彼
ら
の
過
酷

な
実
態
が
暴
か
れ
る
。

本
作
は
タ
イ
の
漁
船
か
ら
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
離
島
に
逃
げ
た

人
々
を
捜
索
し
、
彼
ら
を
救
お

う
と
奮
闘
す
る
タ
イ
人
女
性
、

パ
テ
ィ
マ
・
タ
ン
プ
チ
ャ
ヤ
ク

ル
た
ち
（
2
0
1
7
年
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
）
の
命

懸
け
の
活
動
を
追
う
。
ま
た
、

自
身
も
11
年
間
奴
隷
労
働
し
、

タ
イ
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を

繰
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
ト
ゥ
ン

・
リ
ン
も
、
脅
迫
な
ど
数
々
の

困
難
に
直
面
し
な
が
ら
、
パ
テ

ィ
マ
た
ち
に
協
力
す
る
。

私
た
ち
が
知
ら
な
か
っ
た
シ

ー
フ
ー
ド
産
業
の
闇
に
迫
る
驚

く
べ
き
衝
撃
の
事
実
。
タ
イ
か

ら
の
水
産
物
輸
入
が
世
界
第
2

位
で
、
ツ
ナ
缶
や
エ
ビ
な
ど
を

輸
入
し
て
い
る
日
本
は
決
し
て

無
関
係
で
は
な
い
。
キ
ャ
ッ
ト

フ
ー
ド
の
約
半
分
は
タ
イ
産
。

安
さ
の
裏
側
で
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
人
々
が
存
在
す
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
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2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
で
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に
新

し
い
生
活
様
式
が
広
が
り
を
見

せ
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
い
ら
れ

る
時
間
が
増
え
た
。
外
出
が
ま

ま
な
ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
が
拡
大

す
る
中
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な

い
癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
ペ
ッ

ト
。
私
た
ち
の
心
を
ほ
っ
こ
り

癒
し
て
く
れ
る
ペ
ッ
ト
の
存
在

は
、
家
に
い
る
時
間
を
よ
り
充

実
し
た
も
の
に
し
、
楽
し
く
、

心
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。

現
在
、
多
く
の
人
が
、
ペ
ッ

ト
は
単
な
る
動
物
で
は
な
く
、

家
族
の
一
員
と
考
え
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
に
癒
さ
れ
る
と
感
じ
て

い
る
人
も
多
い
か
と
思
う
。
ペ

ッ
ト
と
暮
ら
す
こ
と
で
人
に
与

え
る
効
果
と
し
て
、
身
体
的
効

果
、
心
理
的
効
果
、
社
会
的
効

果
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
効
果
は
、
ペ
ッ
ト
と

の
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
る

飼
い
主
に
顕
著
に
現
れ
る
と
云

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
は
、「
無
条

件
の
愛
」
を
与
え
て
く
れ
る
存

在
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
人
が

何
者
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
、

社
会
的
役
割
や
肩
書
を
超
え

て
、
何
か
大
き
な
失
敗
を
し
て

し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

批
判
せ
ず
に
、
そ
の
人
の
あ
る

が
ま
ま
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
。
人
間
関
係
で
は
、
そ
れ
は

時
々
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
ペ
ッ
ト
は
、
そ
の
人
が
そ

の
人
で
あ
る
が
ゆ
え
に
愛
を
注

い
で
く
れ
て
い
る
と
思
う
。

真
摯
な
愛
情
を
む
け
て
あ
げ

れ
ば
、
悲
し
い
と
き
は
そ
ば
に

寄
り
添
い
、
う
れ
し
い
と
き
は

一
緒
に
喜
び
、
ど
ん
な
時
も
良

い
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

最
後
に
、
作
者
不
詳
の
ま
ま

世
界
に
広
ま
っ
た
短
編
集
で
あ

る
「
犬
の
十
戒
」
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？
も
し
、
犬
を
家
族
に

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
新
し
く
家
族
に
な
る
そ

の
子
の
た
め
に
、
今
一
度
読
ん

で
確
か
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
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2021年～執行委員長

第93回中央メーデー
3年振りの対面開催
4800人が結集私

の
お
す
す
め
は
、

ず
ば
り『
ペ
ッ
ト
』、特
に「
犬
」で
あ
る

と
み
づ
か

ひ
ろ
ゆ
き

港
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

冨
塚

宏
幸

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
ゴ
ー
ス
ト
・
フ
リ
ー
ト

知
ら
れ
ざ
る
シ
ー
フ
ー
ド
産
業
の
闇

』

4
月
29
日
、
第
93
回
中
央
メ

ー
デ
ー
が
代
々
木
公
園
で
開
催

さ
れ
4
8
0
0
人
が
結
集
し

た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
芳
野
中
央
実
行
委
員
長
（
連

合
会
長
）
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
社
会
・

経
済
活
動
の
停
滞
に
言
及
し
、

「
内
外
の
情
勢
が
不
確
実
な
時

こ
そ
、
改
め
て
メ
ー
デ
ー
の
意

義
を
確
認
し
、
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
に
む
け
て
、

と
も
に
進
ん
で
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。
働
く
者
か
ら
の
ア

ピ
ー
ル
で
は
非
正
規
雇
用
で
働

く
者
を
代
表
し
て
自
治
労
か
ら

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
働

く
橋
爪
ゆ
り
さ
ん
（
自
治
労
八

王
子
市
臨
時
・
非
常
勤
職
員
組

合
）
が
登
壇
し
た
。
橋
爪
さ
ん

は
「
八
王
子
市
で
は
交
渉
の
結

果
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
あ

っ
て
も
職
が
あ
る
限
り
雇
用
年

限
な
し
と
な
り
、
継
続
的
に
働

く
こ
と
を
踏
ま
え
た
昇
給
の
仕

組
み
も
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
先
輩
た
ち
が
長
年

に
わ
た
り
組
合
で
声
を
上
げ
続

け
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
正
規

職
員
の
組
合
の
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

非
正
規
で
働
く
者
こ
そ
組
合
が

必
要
だ
」
と
労
働
組
合
の
重
要

性
に
つ
い
て
力
強
く
訴
え
た
。

三
多
摩
メ
ー
デ
ー

ま
た
、
同
日
に
立
川
市
民
運

動
場
で
は
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
が

開
催
さ
れ
4
5
0
0
人
が
結
集

し
た
。
高
橋
実
行
委
員
長
（
連

合
三
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
地
協
議

長
）
は
「
連
合
の
掲
げ
る
『
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
』
の
実
現
に
む
け
、
心
を
ひ

と
つ
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

あ
な
た
の
買
っ
た
魚
は
奴
隷
が
捕
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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▲登壇する橋爪ゆりさん（八王子市
臨時・非常勤職組・書記次長）

男女平等の職場づくりチェックリスト（項目）
両立支援の促進
①有給休暇を取得していますか
②定時に帰れる雰囲気が職場にありますか
③取得できる育児休業・介護休業（休暇）の制度を知っていますか
④育児休業・介護休業を気兼ねなく取得できる職場環境ですか
⑤男性の育児休業取得促進の取り組みが進められていますか
⑥不妊治療に使える休暇（有給）がありますか
⑦妊娠・出産を理由とする不利益な取り扱いがありますか
職場の中の格差是正
⑧女性活躍推進法に基づく、事業主行動計画が策定されているこ
とを知っていますか
⑨女性の管理職登用は進んでいますか
⑩配置、昇任、昇格、退職のそれぞれの場面で、男女平等となっ
ていますか
⑪正規・非正規の任用形態の違いで待遇格差がありますか
⑫非正規職員の生理休暇・子の看護休暇は有給ですか
⑬職場で通称（旧姓など）を使用できますか
ハラスメントの一掃
⑭職場でセクハラ、マタハラなどのハラスメントを受けたことは
ありますか
⑮セクハラ、マタハラなどのハラスメントを見たり、聞いたりし
たことはありますか
⑯ハラスメントに対する相談窓口の設置や解決策がとられていま
すか
⑰ハラスメントに関する研修が実施されていますか
⑱LGBTQ＋など性的指向および性自認に関する学習会を開催し
ていますか

憲
法
を
守
り
生
か
す
社
会
を
実
現
し
よ
う

5
・
3
憲
法
大
集
会

有
明
防
災
公
園
に
1
万
5
0
0
0
人

日
本
国
憲
法
施
行
か
ら
75
年

を
迎
え
た
憲
法
記
念
日
の
5
月

3
日
、「
改
憲
発
議
許
さ
な

い
！
守
ろ
う
平
和
と
い
の
ち
と

く
ら
し
2
0
2
2

憲
法
大
集

会
」
が
有
明
防
災
公
園
で
開
か

れ
、
全
体
で
1
万
5
0
0
0
人

（
主
催
者
発
表
）
が
参
加
し
都

本
部
か
ら
は
約
1
8
0
人
が
参

加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
5
・
3

憲
法
集
会
実
行
委
員
会
の
藤
本

泰
成
さ
ん
が
登
壇
し
た
。
藤
本

さ
ん
は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
や

核
保
有
で
国
民
の
命
は
守
れ
な

い
」
と
し
、
国
際
法
学
者
の
藤

原
帰
一
氏
の
言
葉
を
用
い
て
、

「
敵
基
地
攻
撃
論
や
核
共
有
は

攻
撃
さ
れ
る
機
会
を
増
や
す
だ

け
で
あ
り
、
本
当
に
必
要
な
の

は
憲
法
の
理
念
を
持
っ
た
外
交

努
力
で
あ
り
、
絶
対
的
な
戦
争

の
否
定
だ
」
と
力
強
く
述
べ

た
。

集
会
後
は
、「
憲
法
を
守
り

生
か
す
社
会
を
実
現
し
よ
う
。

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤

退
せ
よ
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
唱
え
な
が
ら
参
加
者
全
員

で
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
乗

じ
た
改
憲
議
論
の
活
発
化
は
極

め
て
危
険
で
あ
り
、
日
本
を
戦

争
が
で
き
る
国
へ
変
え
て
し
ま

う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
憲
法

9
条
を
守
り
続
け
、
先
人
た
ち

が
築
い
た
平
和
を
未
来
へ
と
継

承
す
る
た
め
、
ま
ず
は
次
期
参

院
選
で
改
憲
勢
力
に
3
分
の
2

以
上
の
議
席
を
獲
得
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
だ
。

機関紙パズル ほっと一息
タテのカギ
1．徳川家が栄えた時代です。
2．原子番号1の元素といえば何？
3．○○、乙、丙、丁。
4．フランスでいう地下鉄のこと。
6．商売で出したい利潤のこと。
7．晴れとか曇りとか、予報を見て確認。
8．学校の中のここで雑巾がけ競争。
10．ハズレの反対です。
12．魚やイカの内臓のこと。
14．少年老い易く○○成りがたし。

ヨコのカギ
1．トランプにおける「1」。
3．なんと読むでしょう。「八＋八＋十＝？」。
5．弟の妻は自分にとって義理の…？
7．生命線は、運命線は、と見ます。
8．水かけ○○、一般○○、形式○○。
9．髪のお手入れ、ヘア○○。
11．泳げない人の遊泳を助ける環状の浮き具。
13．樽を締め付けてる金具。
15．「ユーラシア」「南極」など六つある。

▲憲法を守り生かす社会を実現しよう！と呼びかけながらデモ行進。

・締切 2022年6月27日（月）
右記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項
を記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で
10名様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当
選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

5月1日号 漢字パズルの答え『神田川』

監
督
：
シ
ャ
ノ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
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第26回参議院全国比例区選挙 自治労組織内候補予定者

私たちの声を国政へ！がんばれ！応援しています！

中央区職員労働組合
執行委員長

自治労東京都庁職員労働組合
副執行委員長

佐伯 里香さ
ん鎌滝 裕輝さ

ん

臨時・非常勤職員の処遇改善を！応援してます！

自自治治労労東東京京都都本本部部
中中央央執執行行委委員員長長

鬼鬼木木 ままこことと 八王子市臨時・非常勤職員組合
執行委員長

自治労多摩市職員組合
執行委員長 染染 裕裕之之

谷 聖子さ
ん中村 里子さ

ん

委託労働者の声を国会へ！職場の声を国政に！がんばれ！負けるな！応援してます

東京交通協力会労働組合
執行委員長

平和島ボート労働組合
執行委員長

東久留米市職員組合
執行委員長

ネットワーク豊島
執行委員長

上村 武道さ
ん横井 優佳さ

ん三浦 慎太郎さ
ん福富 祥史さ

ん
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